
 

 

 

   令和８年度「修立地区まちづくり協議会」総会 

４月２６日（日）に、令和８年度修立地区まちづ 

くり協議会総会を開催しました。その際にお示しした

内容のダイジェスト版を、以下にお届けします。 

 特に、①「１万人の壁の突破」が最も大きな成果で 

す。しかもこの出来事は、②③⑤のように地域の皆さ 

んが自分事として主体的に活動してくださったからこそ達

成できたことだと確信しています。そしてこのことが、

④「いつもともしものハンドブック」の作成に 

集約されたと思っています。（修立ってスゴイ所だ！） 

令和８年５月 10 日 

第 19号   
修立地区 
まちづくり協議会 

 

 令和８年度のはじまりに 

修立地区まちづくり協議会 会長 石本 昭雄 

            あんどんの片付けが済み、総会も終わって、まちづくり協議会の新年度

が本格的に始まります。 

    さて、五月といえば田植えの季節。一本一本植えた稲の苗が、秋には金色 

の実りとなって、次の一年を支える大切な糧となります。 

ただ、今まで何気なく食べていたお米さえ、日本中大勢の努力や助け合い、 

社会全体の調和なくしては入手も困難、高騰したりもする…こうした危機が日 

常と隣り合わせにあることも、この一、二年ひしひしと感じるようになりました。 

    奇しくも今年は第６次修立まちづくり推進計画の初年度に当たり、３年に一度、修立地区

という田んぼに苗を植える季節に例えることもできます。水を張り肥料をやって大切に育て    

ても、日照りや台風などどんな災害にあうかもしれません。一人二人では立 

ちすくんでしまうことも、みんなの力なら乗り越えていくことができます。 

皆さんと一緒に笑顔で集えることを、心から願うばかりです。 

 

12,136

11,052

9,377

8,043

9,551

9,337

9,895

9,690

H29

H30

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

公民館年間利用者数の推移（人）

（（人） 

18.5%

18.2%

17.7%

15.4%

17.2%
16.7%16.7%

17.0%

15.8%15.7%
16.0%

15.0%

15.2%15.1%15.1%
15.5%

H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７

修立地区 鳥取市

 

＜ 令和７年度における主な成果 ＞ 

①  公民館利用者数の増加（１万人の壁突破） 

② 「支え愛マップ」の実施（ほぼ全町内） 

③  「フレイル予防×防災」の事業化→団体交流

研修会、災害に強い体づくり研修 

④  「いつもともしものハンドブック」作成→全

戸配布 

⑤  幼保・小・中、各団体等との多様な連携 

 

65歳以上認知症有病者の割合 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4月 4/14 あんどん撤去作業 

5月 

5/1「やってみようでー」防災おやつリュックづくり 

5/11 大人と子どもの将棋教室（毎月） 

5/24 花いっぱい運動（植栽マス除草、花苗植え） 

5/30 神戸バス研修 

6月 
6/6  エコクラブ結成式 6 月中旬 学びの大楽① 

6/27 団体交流研修会 

7月 
7 月上旬 公民館奉仕作業  7 月下旬 エコクラブ 

7/28~29 真夏の大冒険宿泊体験 

8月 
8 月上旬 夏休み工作 8 月下旬 学びの大楽② 

8 月下旬 世代間交流事業   

9月 
9 月下旬：花いっぱい運動、健康ウオーク 

9/27 敬老会 

10月 10 月上旬 エコクラブ、10 月下旬 学びの大楽③ 

11月 11/8 いも煮会  11 月下旬 世代間交流事業 

12月 
12/5 公民館奉仕作業 12/6 一斉避難訓練 

12 中旬 学びの大楽④、修立イルミネーション 

1月 
1 月上旬 新年互礼会、1/10 とんど 

1 月下旬 手作りあんどん教室 

2 月 
2 月中旬：あんどん修理① 

2 月下旬：手作りあんどん教室②、エコクラブ   

3月 3 月下旬：あんどん取付 

＜  年間行事予定   ＞ 

5/10 現在 

＜ 令和８年度における主な取組み ＞ 
① 多世代を対象にした「フレイル予防」対策⇒健康促進への取り組み 

② 世代間の交流を意図したウォーキングや体操・運動の工夫 

③ 地域の人材を活用した教養講座「修立学びの大楽
だいがく

」の創設 

④ 豊かな自然環境の保全（天神川の桜、ホタル等）・整備（除草・植栽） 

 
合言葉  人口減から人交増
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 今年度の取組みのポイントは、上記①～④の具体的取組みとは別に、以下の２点あります。 

１：地区運動会の取り止め → 代替措置：①②   ２：まちづくり協議会の目標の変更 

 「地区運動会の取り止め」は、重要な決断です。第 1回の地区運動会（小学校と合同）は平成 22

年に始まっています。当時は参加・来場者が 800人規模あったように記録されています。 

しかし、コロナ禍以降全体の時間が確保しにくい（主に児童の下校時間と暑さ対策）ことから、

地域種目も３種目程度に限られていました。そうなると、「参加・来場者も 200人（内役員が１/4）

ほどでは、地区運動会のねらい「住民間の幅広い交流」と「参加者の健康の増進」には大きな成果を

期待しがたいのではないか」。だったら「2年に 1回の運動会のわずかな時間にかけるより、もっと

幅広い年代の人が自ら応募・選択して定期的に運動する機会（例えばウォーキング等）を設けた方

が、地域課題の解決に直結するのではないか」そこから「15 年を一区切りとして、地区運動会から

個人の運動習慣の定着にねらいを変えていこう」「まち協の目標も修正して、新たにスタートを切ろ

う！」と話し合ってきたところです。 

以上のことをご理解いただき、今後ともより一層のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

＜まち協の新しい目標＞ 

まち協の目標が

変わります。まちづ

くり推進計画策定

委員さんが考えて

くださいました。 


